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組込みソフトウェア設計検証への
モデル検査技術の導入に関する技術動向

横川 智教1,a)

概要：組込みソフトウェアは，信頼性について極めて高い品質基準が要求される一方で，複雑化・大規模
化による開発コストの増加が課題となっている．ソフトウェア開発では開発工程の後半に進むほど手戻り
によるコストが大きくなるため，設計工程における不具合検出の重要性が広く認知されている．中でも，
網羅的かつ自動検証が可能なモデル検査技術への注目は非常に高まっている．本チュートリアルでは，モ
デル検査による組込みソフトウェアの設計検証に関する技術動向について紹介する．
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